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２広報なかがわ　平成19年９月10日

　

６
月
３
日
、
鹿
沼
市
体
育
館
で

開
催
さ
れ
た
第
25
回
全
国
ホ
ー
プ

ス
卓
球
大
会
兼
第
21
回
東
日
本
ブ

ロ
ッ
ク
大
会
県
予
選
で
小
川
卓
球

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
女
子
チ
ー
ム

（
関
、
尾
島
、
安
藤
、
山
﨑
）は
、

見
事
な
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
相
手
を

圧
倒
し
、
予
選
か
ら
決
勝
ま
で
の

６
試
合
と
も
す
ば
ら
し
い
快
進
撃

を
見
せ
て
優
勝
し
、
２
年
連
続
で

全
国
大
会
へ
の
切
符
を
手
に
し
ま

し
た
。

　

昨
年
優
勝
の
原
動
力
だ
っ
た
上

級
生
３
人
が
抜
け
、
６
年
生
は
関

さ
ん
１
人
と
な
っ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
予
選
リ
ー
グ
が
始
ま
る
と

全
員
が
一
丸
と
な
り
４
連
勝
で
決

勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
勝
ち
上
が
り

ま
し
た
。
準
決
勝
の
城
山
ク
ラ
ブ

と
の
対
戦
で
は
相
手
が
オ
ー
ダ
ー

の
記
入
ミ
ス
で
失
格
と
な
る
ア
ク

シ
デ
ン
ト
で
、
労
せ
ず
決
勝
に
駒

を
進
め
る
と
、
華
卓
会
A
と
の
決

勝
戦
も
危
な
げ
な
く
３
対
１
で
圧

勝
、
全
国
大
会
へ
の
出
場
を
決
め

ま
し
た
。

　

８
月
８
日
か
ら
10
日
に
か
け
て

東
京
体
育
館
で
行
わ
れ
た
第
25
回

全
国
ホ
ー
プ
ス
卓
球
大
会
は
、
予

選
リ
ー
グ
１
勝
２
敗
の
３
位
で
残

念
な
が
ら
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
進

出
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
全

国
大
会
で
１
勝
し
た
実
績
は
す
ば

ら
し
く
、
こ
れ
か
ら
の
活
躍
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

川
上
さ
ん
、
豊
田
さ
ん

全
日
本
カ
デ
ッ
ト
の
部
出
場

お
め
で
と
う
！

　

８
月
２
、３
日
、
宇
都
宮
市
の

清
原
体
育
館
で
行
わ
れ
た
全
日
本

卓
球
選
手
権
大
会
カ
デ
ッ
ト
の
部

県
予
選
に
お
い
て
、
13
歳
以
下
女

子
の
部
で
川
上
愛
可
さ
ん
、
豊
田

真
望
子
さ
ん
（
小
川
中
１
年
）
が

小
川
卓
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
女
子
チ
ー
ム

　
　
　

２
年
連
続
全
国
ホ
ー
プ
ス
卓
球
大
会
出
場

４
５
０
名
を
超
え
る

参
加
者
の
中
、
そ
ろ

っ
て
準
決
勝
に
進
出

し
、
代
表
を
射
止
め

ま
し
た
。

　

２
人
に
と
っ
て
は

小
学
生
時
代
の
バ
ン

ビ
、
カ
ブ
、
ホ
ー
プ

ス
の
部
に
続
き
４
種

目
、
５
度
目
の
全
日

本
出
場
で
す
。

　

11
月
９
日
か
ら
滋

賀
県
立
体
育
館
で
開

催
さ
れ
る
全
日
本
卓

球
選
手
権
大
会
で
２

人
の
活
躍
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

全国、関東大会へ出場

関　　陽
はる

香
か

 ⑥（小　川）　　　　　　　（数字は学年）
　小学1年生から卓球を始める。２年生で県バンビ１位、４
年生で県カブ２位となり全日本選手権大会に出場。全国大会
は今回５度目の出場。キャプテンとしてチームのまとめ役。

尾島　奏
かな

穂
ほ

 ④（茂木町）
　幼稚園の年中から卓球を始める。年長で県バンビ２位とな
り、全日本に初出場。その後県予選で４連覇し、２年生の時
バンビの部で全国ベスト16に入る。
　今年2月に当チームに移籍。全日本選手権に５年連続、全
国選抜に２年連続出場しているが、全国ホープスは初出場。

安藤　加織 ④（小　川）
　小学２年生の３学期から卓球を始める。経験は１年半ほど
だが、３月の新人戦ではカブの部でベスト８に入賞。５月の
全日本予選でも健闘し、ベスト４まであと１歩だった。団体
戦では主にシングルスに出場。全国大会は初出場。

山﨑　真衣 ④（小　川）
　小学２年生の３学期から卓球を始める。経験は１年半と浅
いが、団体戦では主にダブルスの選手として活躍。県予選決
勝では貴重な勝利を上げ、優勝に貢献。全国大会は初出場。

●県予選（第21回全国ホープス東日本ブロッ
　　　　　　ク卓球大会栃木県予選会）
　６月３日
　予選リーグ　華卓会B　　　　 ３対１
　　　　　　　佐野ジュニアB　 ３対０
　　　　　　　北犬　　　　　　３対０
　　　　　　　河内クラブ　　　３対１
　決勝トーナメント
　準決勝　　　城山クラブ　　　３対０
　決勝　　　　華卓会A　　　　 ３対１
●全国大会（第25回全国ホープス卓球大会）
　８月８日
　予選リーグ　星野クラブ（大阪）１対３
　　　　　　　ウーミン（三重）３対１
　　　　　　　 堀金JTC（長野）２対３

小川卓球スポーツ少年団女子チームメンバー紹介

小川卓球スポーツ少年団女子チーム
全国大会出場までの足跡

※
年
齢
の
下
の
者
が
上
の
ク
ラ
ス
へ
の
出
場
は
可
能

（
14
歳
以
下
・
15
歳
以
下
の
２
部
が
あ
る
）

カ
デ
ッ
ト
…
中
学
２
年
生
以
下

ホ
ー
プ
ス
…
小
学
６
年
生
以
下　

ジ
ュ
ニ
ア
…
高
校
２
年
生
以
下

バ
ン
ビ
…
…
小
学
２
年
生
以
下　

カ
ブ
…
…
…
小
学
４
年
生
以
下

 

全
日
本
卓
球
選
手
権
大
会
の
年
齢
別
種
目

左から関さん、尾島さん、安藤さん、山﨑さん



小川卓球スポーツ少年団
小川中学校野球部
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７
月
28
日
か
ら
県
営
球
場
ほ
か

で
開
催
さ
れ
た
第
60
回
栃
木
県
中

学
校
軟
式
野
球
大
会
で
小
川
中
学

校
野
球
部
は
接
戦
を
制
し
て
勝
ち

進
み
、
決
勝
戦
を
迎
え
ま
し
た
。

決
勝
戦
は
阿
久
津
中
（
高
根
沢

町
）
と
対
戦
し
、
１
対
１
の
ま
ま

両
チ
ー
ム
と
も
譲
ら
ず
延
長
戦
に

突
入
。
延
長
９
回
、
小
川
中
は
一

挙
に
３
点
を
挙
げ
、
４
対
１
で
勝

ち
、
初
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

初
出
場
の
関
東
大
会

　

８
月
７
日
か
ら
10
日
に
か
け
て

府
中
市
民
球
場
ほ
か
で
開
催
さ
れ

た
第
32
回
関
東
中
学
校
軟
式
野
球

大
会
で
は
１
回
戦
、鉾
田
南
中（
茨

城
県
）と
対
戦
し
ま
し
た
。両
チ
ー

ム
無
得
点
の
ま
ま
延
長
戦
に
入
る

と
８
回
の
表
、
小
川
中
が
待
望
の

１
点
を
挙
げ
、
１
対
０
で
制
し
ま

し
た
。

　

２
回
戦
は
常
盤
平
中（
千
葉
県
）

と
対
戦
し
ま
し
た
。
試
合
は
両
投

手
の
息
詰
ま
る
投
手
戦
と
な
り
ま

し
た
が
、
先
に
チ
ャ
ン
ス
を
つ
か

ん
だ
の
は
小
川
中
で
し
た
。
３
回

の
表
に
２
、３
塁
の
出
塁
と
し
ま

す
が
、得
点
に
結
び
つ
き
ま
せ
ん
。

そ
の
後
、
５
回
の
表
に
連
続
四
死

球
で
１
ア
ウ
ト
満
塁
の
チ
ャ
ン
ス

を
迎
え
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の

後
の
ス
ク
イ
ズ
が
好
守
に
阻
ま

れ
、
無
得
点
に
終
わ
り
ま
し
た
。

そ
し
て
６
回
の
裏
、
相
手
チ
ー
ム

に
先
制
点
を
奪
わ
れ
、
そ
の
後
、

ス
ク
イ
ズ
で
１
点
を
追
加
さ
れ
て

し
ま
い
ま
す
。
最
終
回
、
小
川
中

は
ラ
ン
ナ
ー
を
出
し
ま
す
が
、
点

に
は
結
び
つ
か
ず
、
０
対
２
で
惜

し
く
も
敗
れ
て
し
ま
い
、
全
国
大

会
へ
の
出
場
は
な
り
ま
せ
ん
で
し

小
川
中
野
球
部
、
県
中
学
総
体
初
優
勝
し
関
東
大
会
へ

た
。
敗
れ
た
と

は
言
え
、
県
大

会
優
勝
並
び
に

関
東
大
会
へ
の

出
場
は
南
那
須

管
内
で
も
初
め

て
の
こ
と
で
、

選
手
た
ち
の
残

し
た
快
挙
に
拍

手
を
送
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

な
お
、
２
回

戦
で
対
戦
し
た

千
葉
県
の
常
盤

平
中
学
校
が
優

勝
し
ま
し
た
。

背番号　　　選手名（数字は学年）　　　守　備
　１　　佐藤　拓也　③（主　将）　投手
　２　　佐藤　侑平　②　　　　　　捕手
　３　　内田　健一　③　　　　　　１塁手
　４　　磯　　昌樹　③（副主将）　２塁手
　５　　石井　一成　①　　　　　　３塁手
　６　　福田　悠也　②　　　　　　遊撃手
　７　　沼田　敦志　②　　　　　　左翼手
　８　　板山　知広　③　　　　　　中堅手
　９　　太田　友樹　②　　　　　　右翼手
　10　　薄井　史彦　③　　　　　　内野手
　11　　板山　篤史　③　　　　　　投手
　12　　清水　湧介　③　　　　　　外野手
　13　　和気　有良　③　　　　　　外野手
　14　　岩政　一輝　③　　　　　　外野手
　15　　平山　貴陽　③　　　　　　外野手
　16　　佐藤　真也　③　　　　　　外野手
　17　　平澤　　慎　②　　　　　　内野手
　18　　星　　賢太　②　　　　　　内野手

●地区予選（第60回栃木県中学校軟式野球大会）
　７月21日　１回戦　　９対１　烏山中
　７月22日　２回戦　　２対０　馬頭東中
　７月22日　３回戦　　４対１　下江川中
●県大会（第60回栃木県中学校軟式野球大会）
　７月28日　４回戦　　 1対０　中村中
　７月29日　５回戦　　２対０　陽西中
　７月29日　６回戦　　３対１　田沼東中
　７月30日　７回戦　　３対２　矢板中
　７月31日　８回戦　　４対１　阿久津中
●関東大会（第32回関東中学校軟式野球大会）
　8月 8日　１回戦　　１対０　鉾田南中（茨城県）
　8月 9日　２回戦　　０対２　常盤平中（千葉県）

小川中学校メンバー紹介

小川中学校関東大会出場までの足跡
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「
年
金
記
録
確
認
第
三
者
委
員
会
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

　

確
か
に
納
付
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
年
金
記
録
や
領
収
書
な
ど
の
な
い
方
々
の
た
め
に
、
ご
本
人
の
立
場
に

立
っ
て
公
正
に
判
断
す
る
仕
組
み
「
年
金
記
録
第
三
者
委
員
会
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

こ
の
判
断
が
尊
重
さ
れ
、
皆
さ
ま
の
年
金
の
額
に
反
映
さ
れ
ま
す
。

　

総
務
省
で
は
社
会
保
険
事
務
所

で
「
年
金
記
録
が
な
い
」
と
言
わ

れ
、
ご
本
人
も
領
収
書
な
ど
の
証

拠
を
持
っ
て
い
な
い
方
々
の
た
め

に
、
ご
本
人
の
立
場
に
立
っ
て
、

公
正
に
判
断
を
行
う
「
年
金
記
録

確
認
中
央
第
三
者
委
員
会
」
を
立

ち
上
げ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
身
近
な
と
こ
ろ
で
対

応
で
き
る
よ
う
、全
都
道
府
県（
全

国
50
ヵ
所
に
あ
る
管
区
行
政
評
価

局
・
行
政
評
価
事
務
所
）
に
「
地

方
第
三
者
委
員
会
」
を
発
足
さ
せ

ま
し
た
。

　
「
地
方
第
三
者
委
員
会
」
へ
の

申
し
込
み
は
宇
都
宮
東
社
会
保
険

事
務
所
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

宇
都
宮
東
社
会
保
険
事
務
所

☎
０
２
８―

６
８
３―

３
２
１
１

総
務
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご

案
内
し
て
い
ま
す
。

（http://w
w
w
.soum

u.go.jo

）

平
成
19
年
度

敬
老
会
開
催
の
お
知
ら
せ

　

多
年
に
わ
た
り
社
会
に
貢
献
さ

れ
た
高
齢
者
の
長
寿
を
お
祝
い
す

る
敬
老
会
を
９
月
16
日
（
日
）（
一

部
地
区
は
、
９
月
17
日
（
月
））

に
開
催
し
ま
す
。

　

招
待
者
は
、75
歳
以
上
の
方（
昭

和
７
年
12
月
31
日
以
前
に
生
ま
れ

た
方
）
で
す
。

馬
頭
地
区　

開
催
方
法
等
に
つ
い

て
は
各
行
政
区
（
自
治
会
）
に
よ

り
行
わ
れ
ま
す
。

小
川
地
区　

午
前
10
時
か
ら
小
川

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
あ
じ
さ
い

ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

健
康
福
祉
課

☎
０
２
８
７―

９
２―

１
１
１
９

小
川
支
所
健
康
福
祉
課

☎
０
２
８
７―

９
６―

２
１
１
５

滋
賀
県
愛
荘
町
と
の
姉
妹
都
市
提

携
記
念
講
演
会
の
ご
案
内

日
時　

10
月
10
日
（
水
）

　
　
　

午
後
２
時
30
分
～

※
姉
妹
都
市
提
携
盟
約
式
終
了

後
、記
念
講
演
会
を
行
な
い
ま
す
。

会
場　

馬
頭
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容　

滋
賀
県
愛
荘
町
と
の
姉
妹

都
市
提
携
を
記
念
し
、「
パ
ル
テ
ィ

と
ち
ぎ　

男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
」
の
黒
﨑
日
出
雄
理
事
長
を

講
師
に
迎
え
、「
地
方
自
治
の
現

状
と
課
題
」
と
題
し
て
記
念
講
演

会
を
開
催
し
ま
す
。

　

ど
な
た
で
も
無
料
で
参
加
で
き

ま
す
。

第三者委員会への申し込み手順

①年金記録の
　確認依頼

②回答
　（記録不存在）

③第三者委員会
　への申し込み

相　

談　

者

社
会
保
険
事
務
所 ④転送

⑤
審
議

⑥
結
論

総　務　省

社会保険庁

⑧記録の訂正

年金額に反映

第三者委員会

⑦通知

資源ごみの
持ち去り行為は禁止です
　最近、ゴミステーションに出され
たアルミ缶等の資源ごみを町が収集
する前に、トラックなどで持ち去る
悪質な行為の目撃情報が寄せられて
います。
　町では指定した業者と委託契約を
交わし、家庭ごみの収集・運搬を行っ
ており、収集されたごみは適正に処
理されています。
　ゴミステーションに出された家庭
ごみの所有権は町にあり、指定した
事業者以外の者がごみを持ち去る行
為は禁止されています。
　資源ごみの持ち去り行為は、町の

適正なごみ処理や資源の有効利用を

阻害する悪質な行為です！！
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故

金
子
正
一
郎
翁

　
　
　

逝
去
さ
れ
る

　

夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会
主
催
に

よ
る
那
珂
川
町
夏
ま
つ
り
が
８
月

14
日
、
若
鮎
大
橋
上
流
の
那
珂
川

河
川
敷
を
主
会
場
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
旧
町
間
の
交
流
を
図
る

た
め
開
催
さ
れ
る
こ
の
ま
つ
り

は
、
今
年
で
２
回
目
と
な
り
、
約

１
５
、０
０
０
人
の
人
出
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。

　

今
年
５
月
に
夏
ま
つ
り
の
た
め

に
結
成
し
た
よ
さ
こ
い
踊
り
の
団

体
が
「Y

osakoi

那
珂
川
」
と
題

し
て
練
習
の
成
果
を
披
露
し
、
ま

つ
り
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
那
須
小
川
ま
ほ
ろ
ば
太
鼓
の

力
強
い
演
奏
が
那
珂
川
河
川
敷

に
響
き
渡
り
ま
し
た
。「Joyful 

Beat

～
祭ま
つ
り
ね音
～
」
や
「
古こ

羅ら

母ぼ

／
／
０
４
」
な
ど
全
４
曲
を
披
露

し
ま
し
た
。

　

午
後
７
時
30
分
、
祝
砲
と
と
も

に
ス
タ
ー
マ
イ
ン
な
ど
３
、３
０
０

発
が
打
ち
上
げ
ら
れ
、
那
珂
川
の

夜
空
を
大
輪
の
花
で
彩
り
、
観
客

席
や
沿
道
か
ら
大
歓
声
が
上
が
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
午
前
11
時
か
ら
は
那
珂

川
で
ア
ユ
と
マ
ス
の
つ
か
み
捕
り

が
行
わ
れ
、
親
子
連
れ
な
ど
５
４

０
人
が
参
加
し
、
賑
わ
い
を
見
せ

て
い
ま
し
た
。

　

名
誉
町
民
金
子
正
一
郎
翁
は
去

る
８
月
25
日
、
享
年
101
歳
で
逝
去

さ
れ
、
８
月
28
日
、
八
溝
会
館
馬

頭
式
場
で
し
め
や
か
に
葬
儀
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

翁
は
昭
和
27
年
馬
頭
町
長
に
当

選
し
、
29
年
７
月
、
旧
馬
頭
町
、

武
茂
村
、
大
内
村
、
大
山
田
村
の

１
町
３
村
合
併
に
よ
る
新
馬
頭
町

の
誕
生
に
尽
力
さ
れ
、
地
方
自
治

確
立
の
役
割
を
果
た
し
て
こ
ら
れ

ま
し
た
。

　

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

夏
ま
つ
り　

花
火
な
ど
１
万
５
千
人
に
ぎ
わ
う

○
図
書
館
へ

五
万
円　
　

荒
井
進
様
（
矢
又
）

○
社
会
福
祉
協
議
会
福
祉
振
興
基
金
へ

十
万
円　

益
子
芳
広
様
（
大
山
田
上
郷
）

○
社
会
福
祉
協
議
会
事
業
へ

七
万
円　

木
の
香
Ｉ
Ｓ
ホ
ー
ム

（
有
）
磯
建
築
様
（
小
口
）

五
万
円　
　

荒
井
進
様
（
矢
又
）

○
社
会
福
祉
協
議
会
へ

タ
オ
ル
三
百
枚

　

連
合
栃
木
那
須
地
域
協
議
会
様

○
善
意
銀
行
へ

八
千
円　
　
　

匿
名（
３
９
５
回
）

ありがとう

ございます

寄  贈

全日本マスターズ陸上

重量５種競技出場し続け
　高野孝雄さん（富山）
は今年、77 歳。
　8 月 26 日開催の全日本
マスターズ陸上重量５種
選手権・投

とう

擲
てき

競技大会に
出場しました。53 歳の時、
初めてこの競技に出場し、
今年で 24 年目。高野さん
はこの大会のほか 9 月 22
日から 25 日、青森県で開
催される第 20 回全国ス

ポーツ・レクレーション祭に出場するほか、9 月４日か
ら 15 日までの間、イタリアで開催される第 17 回世界マ
スターズ陸上競技、11 月 24 日、25 日に和歌山県で開催
の国際ゴールドマスターズ陸上競技に出場します。お忙
しい中、今回、敬老の日を前に取材に応じていただきま
した。
　マスターズ陸上競技は、砲丸投げ、円盤投げ、ハンマー
投げ、やり投げ、重量上げの 5 種目で競います。
　健康維持の秘訣をお伺いしたところ、「大会に出場する
ために体の調子を整えるが、それが結果的に健康維持に
つながる」と話し、また、これまで続けてこられたのは「健
康に恵まれ、全国に同じ大会に出場する仲間がいて、励
まし合うことで続けてこられた」とも話していました。
　これからの夢は、「80 歳代で、世界大会でメダルをと
ることが目標です」と語ってくれました。これからもい
つまでもお元気で、挑戦し続けてほしいと思います。

24年
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「見るテレビ」から「使うテレビ」へ「見るテレビ」から「使うテレビ」へ

Ｑ１．現行のアナログ放送は、どうなるのですか。

　現在の地上アナログ放送は平成23年７月まで継続
されますが、それ以降アナログ放送は終了し、平成
23年７月25日に地上デジタル放送に完全移行の予定
です。現在ご自宅にあるアナログテレビでは、地上
デジタル放送は受信できません。地上デジタル放送
を視聴するためには、次のいずれかで対応しなけれ
ばなりません。
　①地上デジタル放送対応のデジタルチューナー　
　　（及びアンテナ）を購入する。
　②デジタルテレビ（及びアンテナ）を購入する。
　③ケーブルテレビに加入する。
　しかし、地上デジタル放送対応の機器等を整備し
ても、地域によっては電波が弱かったり、届かなかっ
たりする場合については地上デジタル放送を視聴で
きません。

 Ｑ２．地上デジタル放送とは、どのようなものですか。

　平成15年12月から、関東・近畿･中京圏の３大広
域の一部地域で放送が開始され、その後各地域に順
次拡大されています。昨年12月に矢板中継局から放
送が開始され、来年３月には馬頭中継局が放送開始
の予定です。
　地上デジタル放送では、高画質、高音質のハイビ
ジョン放送で番組が放送されています。また、デー
タ放送を使った字幕サービスや解説サービスが充実
されるなど、高齢者や障害者にやさしい放送サービ
スが提供されます。
　地上デジタル放送の詳細や放送エリアの目安な
どは、㈳デジタル放送推進協会（Ｄpa）のホーム
ページをご覧下さい。http://www.dpa.or.jp/
　地上デジタル放送が開始されても、地域によって
は山や遮

しゃ

蔽
へい

物
ぶつ

などの影響で放送が全く受信できな
かったり、一部のチャンネルしか受信できない地域
があります。

高度情報化推進室　☎９２－１１０８

Ｑ３．地上デジタル放送では、ゴースト障害（画像
が二重、三重の多重になる障害）は出ないのですか。

　地上デジタル放送では、これまでの地上アナロ
グ放送であったようなゴースト障害は画面に現れ
ません。ただし、受信状況が悪いと、モザイク状
ノイズ（ブロックノイズ）が画面に頻繁に現れた
後画像が映らなくなる場合や、全く映らない場合
があり、映るチャンネルと映らないチャンネルが
出てきます。これらの原因としては、アンテナが
対応していない場合と、電波が弱いか届いていな

い場合がありま
す。那珂川町に
おいて、地上デ
ジタル放送を安
定して受信する
には、ケーブル
テレビの加入が
極めて有効で
す。

Ｑ４．地上デジタル放送は、VHF アンテナ
で受信できますか。　

　地上デジタル放送はＵＨＦ帯域で放送されていま
す。そのため他の種類のアンテナ（ＶＨＦアンテナ
やＢＳアンテナ）では受信できません。また、ＵＨ
Ｆアンテナにも多くの種類がありますが、現在ご家
庭で使用されているＵＨＦアンテナが地上デジタル
放送局の受信チャンネルに対応していればそのまま
使えますが、対応していない場合はＵＨＦアンテナ
の交換が必要となります。

UHFアンテナ VHFアンテナ
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Ｑ５．地上デジタル放送はＢＳデジタル放
送と異なるのですか。

　異なります。地上デジタル放送は地上の放送局か
らＵＨＦ帯域で放送されています。各地域の地上デ
ジタル放送局にアンテナを合わせて受信します。Ｂ
Ｓデジタル放送は放送衛星（赤道上空38,000ｋｍ）
から放送されます。放送衛星の方向は全国同じで、
おおよそ南西方向ですが受信する地域により方位角
と仰角が異なります。

Ｑ６．室内アンテナでも地上デジタル放送
は受信できますか。

　電波の強い地域では室内アンテナでも受信できま
す。ただし、電波の強い地域であっても電波の受信
条件や状況により使用できない場合があります。那
珂川町では室内アンテナでの地上デジタル放送の受
信は、極めて難しいと思われますが、屋外型の地上
デジタル放送に対応したＵＨＦアンテナが必要とな
ります。しかし、屋外型のアンテナの設置場所やご
自宅の周囲の地形や建物などの状況により、地上デ
ジタル放送の一部のチャンネルしか受信できなかっ
たり、全く受信できない地域があります。

Ｑ７．個人でアンテナを設置して10年以
上経過しますが、そのまま使えますか。

　地上デジタル放送対応のＵＨＦアンテナであれば
使えます。しかし、長期間に渡って屋外に設置して
ある場合は、アンテナの金属部分の錆

さび

や設置上の緩
みが生じている場合がありますので、安全に使用す
るためには点検が必要と思われます。アンテナ本体
の劣化や腐食が著しい場合は交換が必要となりま
す。また、同軸ケーブルについても経年劣化し、ひ
び割れなどが生じて水分が入り、電波信号の劣化が
起こり視聴しにくくなりますので、専門業者へ点検
を依頼することをお勧めいたします。

Ｑ８．現在ＣＴＢに加入していますが、
地上デジタル放送は見られますか。

　現在は見られません。地上アナログ放送が平成23年
７月に地上デジタル放送に完全移行することから、そ
れに対応するために平成18年度からケーブルテレビ施
設の整備工事を実施しています。放送センター設備、
伝送路（ケーブル）設備、受信点設備及び送出設備な
ど、デジタル化に対応するための施設整備工事です。
平成21年４月から順次地上デジタル放送が見られるよ
うになります。ケーブルにより放送電波を各ご家庭に
お届けしますので、お住まいの地域に関係なく地上デ
ジタル放送が安定して視聴できます。　　　
　また、新しいケーブルテレビとして次のようなサー
ビスの提供を予定しています。地上デジタル放送や
ＢＳデジタル放送（有料放送を除く）などの再送信
サービス、加入者間の町内無料電話、テレビによるイ
ンターネット、緊急放送やページング放送などの音
声告知放送、自主放送などを提供します。さらに、
オプションサービスとして、高速インターネット接

続サービス、IP電
話、STB（セット
トップボックス）
のレンタル、BS・
CS有料放送の提供
を予定しておりま
す。

Ｑ９．「ワンセグ」って何ですか。

　携帯電話、カーナビなどの移動体向けの地上デジ
タル放送です。もともと技術的呼称として「１セグ
メント放送」と呼ばれていましたが、㈳地上デジ
タル放送推進協会によって平成17年９月に「ワンセ
グ」という名称に決定されました。日本の地上デジ
タル放送方式では、１つのチャンネルが13のセグメ
ントに分割されており、これをいくつか束ねて映像
やデータ、音声を送信しています。ハイビジョン放
送は（ＨＤ）は12セグメント必要ですが通常画質の
放送（ＳＤ）は４セグメントで済むため、1つのチャ
ンネルで３つの異なる番組を同時に放送すること
ができます。この13のセグメントのうち、残りの１
つのセグメントが移動体向け放送に割り振られてい
ます。これを使って放送を行うのが「ワンセグ」で
す。帯域が通常放送の４分の１と狭いのですが、最
新の動画圧縮技術により鮮明な画像が提供されてい
ます。

小川地区内電柱調査のお知らせ
　町では、小川地区内の電柱調査を行います。道路に建柱
された電柱のほか、民地内に建柱された電柱を調査する場
合があります。その際には、お声をかけさせていただきま
すので、ご理解とご協力をお願いします。
　なお、期間については、小川地区内全域で10月末まで予
定しています。



分
も
大
好
き
と
言
え
れ
ば
、
そ
れ

に
越
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

け
れ
ど
、
子
ど
も
の
こ
と
も
自
分

の
こ
と
も
好
き
と
言
い
切
れ
る
時

ば
か
り
は
な
く
、
子
育
て
に
も
自

分
に
も
自
信
が
も
て
な
い
時
も
あ

る
と
い
う
の
が
実
際
の
と
こ
ろ
で

し
ょ
う
か
。

　

こ
こ
で
は
、
悩
み
迷
い
な
が
ら

子
育
て
・
家
事
・
仕
事
な
ど
を
日
々

こ
な
し
て
い
る
お
母
さ
ん
・
お
父

さ
ん
の
気
持
ち
が
少
し
で
も
楽
に

な
る
よ
う
応
援
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
お
じ
い

ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
・
地
域

の
人
た
ち
に
も
応
援
方
法
を
一
緒

に
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
子
ど
も
が
好
き
・
自

分
が
好
き
と
思
え
る
時
間
や
人
が
、

少
し
で
も
増
え
れ
ば
嬉
し
い
こ
と

で
す
。
ゆ
る
ゆ
る
と
参
り
ま
す
の

で
、
こ
れ
か
ら
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
付
き
合
い
下
さ
い
。
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生
涯
学
習
課
だ
よ
り 

～
ゆ
る
ゆ
る
と
行
こ
う
～

　

今
月
よ
り
、
生
涯
学
習
課
か
ら

皆
さ
ん
に
向
け
て
、「
子
ど
も
た

ち
」
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
話
題

や
国
・
県
・
町
が
取
り
組
ん
で
い

る
家
庭
教
育
支
援
事
業
な
ど
を
紹

介
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
回
は
１
回
目
で
す
の
で
、
こ

の
コ
ー
ナ
ー
の
基
本
的
姿
勢
に
つ

い
て
触
れ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
は
「
自
分
の
子
ど
も
が

大
好
き
で
す
か
？
」
ま
た
は
「
自

分
の
こ
と
は
大
好
き
で
す
か
？
」

と
聞
か
れ
た
ら
、
ど
う
答
え
ま
す

か
？
こ
れ
は
、
８
月
に
那
須
烏
山

市
で
開
催
さ
れ
た
家
庭
教
育
を
支

援
す
る
た
め
の
講
演
会
で
の
ひ
と

コ
マ
で
す
。

　

自
分
自
身
の
子
育
て
を
振
り
返

っ
て
み
る
と
、
子
ど
も
の
言
動
に

対
し
て
イ
ラ
イ
ラ
し
て
怒
っ
た
り

感
情
的
な
言
葉
を
返
す
時
も
あ
れ

ば
、
大
目
に
見
た
り
冷
静
な
言
葉

で
対
応
で
き
る
時
も
あ
る
、
そ
の

繰
り
返
し
と
い
っ
た
具
合
。
感
情

的
に
な
っ
た
場
合
そ
れ
で
す
っ
き

り
す
る
か
と
い
う
と
、
か
え
っ
て

「
言
い
過
ぎ
た
」「
傷
つ
け
た
」
と

自
己
嫌
悪
に
落
ち
込
む
結
果
と
な

り
ま
す
。
い
つ
も
、
子
育
て
が
楽

し
く
て
、
子
ど
も
が
大
好
き
で
自

ケビンの英会話教室参加者募集
　町民英会話教室に参加してみませんか？教室のテーマ
は「秋の世界一周！」です。
期　　間： 10月18日～12月６日（全５回）
時　　間： 午後７時30分 ～ 午後９時
場　　所： 小川公民館
　　　　　（３回目は山村開発センター調理室）

　 　日　程	 　　  場　面	 　　　学習内容
　10月18日（木）　成田空港　　　空港、機内の英語
　11月１日（木）　ラスベガス　　数字
　11月15日（木）　ロサンゼルス　英語で料理教室
　11月29日（木）　ニューヨーク　レストラン会話
　12月６日（木）　ロンドン　　　ハロッズで買物

参加資格：中学生以上の町民または町内にお勤めの方、
　　　　　初心者から上級者まで

定　　員：24名（先着順）

最少人数：12名（参加人数が満たない場合、「世界一周」が
　　　　　キャンセルされます）

参 加 費：1,000円
　　　　　（事業保険、茶代、料理材料費等）

申し込み：小川公民館 ☎０２８７－９６－２３２２
　　　　　町生涯学習課 ☎０２８７－９２－２８９７

講　　師：ケビン･ブラックバーン（生涯学習課主査）

ホームステイウィークエンド in 那珂川
～2007秋（稲刈り）～ホストファミリー募集
　ホームステイをすることにより、県内外に
在住する外国人との交流を図り、那珂川町の
農作業や、各家庭の日常生活等を体験し、地
域国際交流を深めます。
期　日　10月12日（金）～14日（日）の３日間
内　容　３日間のホームステイ
　・12日（金）対面式
　・13日（土）稲刈り・餅つきイベント等
　・14日（日）ホストファミリーと自由行動
外国人参加人数　　30名程度
ホストファミリー　15組程度
（１家庭で外国人２名程度のホームステイを
考えています）
問い合わせ　教育委員会生涯学習課　
　　　　　　 ☎  ０２８７－９２－２８９７
　　　　　　FAX０２８７－９２－０５２５
　外国人の皆さんと楽しく過ごせるチャンス
です。皆さんふるってご応募ください。

子どもたちは遊びの天才
―体験型事業（親子わくわく塾）― Vol.1



質
基
準
を
設
定
し
て
お
り
、
放
流

先
と
な
る
荒
川
の
河
川
水
と
同
程

度
の
水
質
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
水
質
を
維
持
す
る
た
め
施
設
で

は
、
浸
出
水
、
処
理
工
程
水
や
放

流
水
に
つ
い
て
は
、
毎
日
分
析
を

行
う
な
ど
、
厳
し
い
監
視
を
続
け

て
い
ま
す
。

　

次
回
は
、セ
ン
タ
ー
内
に
あ
る
、

公
園
緑
地
施
設
と
総
合
的
資
源
循

環
型
モ
デ
ル
施
設
「
彩
の
国
資
源

循
環
工
場
」
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
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北
沢
の
不
法
投
棄
の

　
　
　
　
　

解
決
に
向
け
て
（
23
）

　

今
回
も
、
町
民
を
対
象
に
実
施
し
て
い
る
先
進
地
視
察
先
の
１
つ

で
あ
る
埼
玉
県
寄
居
町
の
「
埼
玉
県
環
境
整
備
セ
ン
タ
ー
」
に
つ
い

て
、
説
明
し
ま
す
。

　
「
埼
玉
県
環
境
整
備
セ
ン
タ
ー
」

は
全
国
で
最
初
に
つ
く
ら
れ
た
県

営
の
管
理
型
最
終
処
分
場
で
す
。

ま
ず
、
搬
入
車
両
が
進
入
路
を
進

む
と
計
量
所
が
あ
り
、
こ
こ
で
、

荷
台
に
積
載
さ
れ
て
い
る
廃
棄
物

等
が
事
前
に
承
認
さ
れ
て
い
る
廃

棄
物
か
ど
う
か
目
視
検
査
が
行
わ

れ
ま
す
。
次
に
廃
棄
物
を
計
量
す

る
と
と
も
に
、
廃
棄
物
等
搬
入
依

頼
書
及
び
事
前
に
予
約
さ
れ
た
デ

ー
タ
等
に
よ
り
、
積
載
内
容
等
を

確
認
し
ま
す
。
受
付
検
査
終
了
後

に
埋
め
立
て
地
内
で
再
度
目
視
に

よ
る
廃
棄
物
等
の
検
査
を
行
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
必
要
に
応
じ
て
廃

棄
物
等
を
埋
め
立
て
地
内
で
採
取

し
、
溶
出
試
験
を
行
う
な
ど
、
搬

入
さ
れ
る
廃
棄
物
に
対
し
て
厳
重

な
チ
ェ
ッ
ク
体
制
を
と
っ
て
い
ま

す
。

　

平
成
18
年
度
の
埋
め
立
て
状
況

で
す
が
、
埋
め
立
て
量
は
７
３
、

０
９
７
ｔ
（
産
業
廃
棄
物
１
３
、

７
７
６
ｔ
、
一
般
廃
棄
物
５
９
、

３
２
１
ｔ
）
で
、
前
年
度
と
比
較

す
る
と
全
体
量
で
は
、約
５
、０
０

０
ｔ
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

埋
め
立
て
地
は
11
区
画
に
分
け

て
計
画
さ
れ
て
お
り
、
平
成
18
年

度
ま
で
に
４
つ
の
区
画
が
埋
め
立

て
完
了
と
な
っ
て
い
ま
す
。
現
在

で
は
５
つ
目
の
埋
め
立
て
地
に
搬

入
し
て
い
ま
す
。
遮
水
に
は
２
重

の
ゴ
ム
シ
ー
ト
を
用
い
、
埋
め
立

て
は
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
工
法
を
採
用

し
即
日
覆
土
し
て
い
ま
す
。
埋
め

立
て
地
に
は
浸
出
水
を
効
率
的
に

集
水
す
る
た
め
、
縦
排
水
管
を
設

け
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
埋
め
立

て
地
内
で
発
生
し
た
ガ
ス
を
排
出

す
る
と
と
も
に
、
内
部
に
新
鮮
な

空
気
を
送
り
、
土
中
の
微
生
物
に

よ
る
浄
化
を
促
進
す
る
役
割
を
果

た
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
元
の
住
民
で
構
成

さ
れ
る
監
視
員
に
よ
る
監
視
活

動
（
廃
棄
物
や
放
流
水
等
の
検
査
、

搬
入
現
場
の
立
ち
合
い
）
が
毎
週

１
回
行
わ
れ
、
検
査
の
内
容
に
つ

い
て
公
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

埋
め
立
て
地
か
ら
の
浸
出
水
は

浸
出
水
処
理
施
設
に
集
め
ら
れ
、

前
処
理
沈
殿
処
理
（
懸
濁
物
質
、

重
金
属
類
を
除
去
）、
生
物
処
理

（
有
機
物
、
窒
素
を
除
去
）、
凝
集

沈
殿
処
理
（
生
物
分
解
し
に
く

い
有
機
物
、
リ
ン
を
除
去
）、
高

度
処
理
（
微
妙
に
残
る
懸
濁
物

質
、
有
機
物
を
除
去
）
な
ど
の
４

つ
の
処
理
過
程
を
経
て
浄
化
さ
れ

ま
す
。
放
流
水
に
つ
い
て
は
、
水

質
汚
濁
防
止
法
よ
り
も
厳
し
い
水

相談窓口の開設日が次のとおりとなります
　馬頭最終処分場についての相談窓口が 10 月から、 
第１水曜日に変わります。町民の皆さんの疑問にお答
えし、ご意見やご要望をお伺いします。相談日以外で
も、県または町にご相談ください。
相談日時　９月は毎週水曜日
　　　　　10 月からは第１水曜日（10 月は３日）
　　　　　午後１時～午後６時
場　　所　役場本庁２階　第３会議室
問い合わせ　　県　馬頭処分場整備室　
　　　　　　　　　☎０２８－６２３－３２２７
　　　　　　　町　環境整備対策室　　
　　　　　　　　　☎０２８７－９２－１１１０

最終処分場を視察しませんか？

視 察 先　埼玉県環境整備センター（埼玉県寄居町）

　　　　　エコフロンティアかさま（茨城県笠間市）

　　　　　その他、要望の施設

対 象 者　那珂川町に住所を有する団体・グループ

申 込 先　環境整備対策室　☎０２８７－９２－１１１０

実施期日　申し込み団体等と調整のうえ、決定します。

埼玉県環境整備センター
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な
す
風
土
記
の
丘
資
料
館
で
産
金
体
験

　

古
代
産
金
の
郷
と
し
て
知
ら
れ
る
馬
頭

地
区
で
８
月
４
日
、
な
す
風
土
記
の
丘
資

料
館
小
川
館
主
催
に
よ
る
「
産
金
体
験
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
20
名
は
資
料
館
へ
集
合
。
そ
の

後
、
大
内
川
へ
移
動
し
、
父
親
が
昭
和
30

年
代
ま
で
、
産
金
に
従
事
し
て
い
た
と
い

う
大
森
保
夫
さ
ん
（
大
内
）
を
講
師
に
産

金
の
方
法
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
川

底
の
土
砂
を
ゆ
り
板
で
す
く
い
、
川
の
中

で
静
か
に
ゆ
り
動
か
し
ま
す
。
土
砂
が
な

く
な
る
ま
で
動
か
す
の
を
繰
り
返
す
と
、

ゆ
り
板
の
中
に
は
土
砂
よ
り
重
い
砂
金
が

残
り
ま
す
。

　

参
加
者
は
砂
金
を
探
す
た
め
、
砂
を
す

く
っ
て
は
ゆ
り
板
を
動
か
す
作
業
を
何
回

も
繰
り
返
し
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
し

た
。

上
河
原
農
地
水
保
全
委
員
会
が

  

田
ん
ぼ
ま
わ
り
の
生
き
物
調
査

　

上
河
原
農
地
水
保
全
委
員
会
は
自
分
た

ち
の
住
む
身
近
な
環
境
に
目
を
向
け
よ
う

と
８
月
12
日
、「
田
ん
ぼ
ま
わ
り
の
生
き
物

調
査
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

午
前
９
時
、
上
川
原
公
民
館
に
約
70
名

が
集
合
。
川
上
桂
郎
委
員
長
は
「
自
分
た

ち
の
身
の
ま
わ
り
に
ど
ん
な
生
き
物
が
い

る
の
か
を
知
っ
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ

つ
。
県
水
産
試
験
場
職
員
か
ら
生
き
物
調

査
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
サ
デ
網
な
ど

を
使
っ
て
約
１
時
間
か
け
て
魚
や
水
生
昆

虫
を
採
捕
し
、
数
を
数
え
、
大
き
さ
な
ど

を
測
り
ま
し
た
。

　

カ
ワ
ニ
ナ
や
タ
ニ
シ
が
多
く
、
め
ず
ら

し
い
ギ
バ
チ
の
稚
魚
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

報
告
会
で
は
、「
今
後
５
年
間
、
継
続
し
て

調
査
を
行
い
、
地
域
全
体
で
多
く
の
生
き

物
が
住
め
る
よ
う
な
環
境
に
し
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

「
道
の
日
」
の
催
し
開
催

　

ふ
だ
ん
注
目
さ
れ
て
い
な
い
「
道
」
に

つ
い
て
、
改
め
て
目
を
向
け
て
も
ら
お
う

と
８
月
10
日
、「
道
の
駅
ば
と
う
」
で
「
道

の
日
」
の
催
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
に
は
、
主
催
者
の
烏
山
土
木

事
務
所
職
員
、
町
職
員
や
建
設
業
協
会
烏

山
支
部
な
ど
約
50
人
が
参
加
。
開
会
式
で

谷
田
部
烏
山
土
木
事
務
所
長
の
あ
い
さ
つ

後
、
川
崎
町
長
は
「
道
は
経
済
、
文
化
活

動
を
す
る
う
え
で
最
大
の
社
会
資
本
で
あ

る
。こ
れ
か
ら
も
道
路
整
備
に
つ
い
て
は
、

町
の
重
点
課
題
と
考
え
て
い
る
」
と
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。

　

会
場
内
に
は
ス
ピ
ー
ド
く
じ
や
バ

ザ
ー
、「
道
の
日
」
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
た

人
に
は
、
ピ
ー
マ
ン
や
な
す
、
ト
マ
ト
な

ど
、
夏
野
菜
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
、
訪

れ
た
人
は
思
わ
ぬ
サ
ー
ビ
ス
に
喜
ん
で
い

ま
し
た
。

子
ど
も
会
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
大
会

　

子
ど
も
会
相
互
の
親
睦
と
子
ど
も
の
心

身
の
健
全
育
成
の
た
め
８
月
19
日
、
子
ど

も
育
成
会
主
催
に
よ
る
第
２
回
子
ど
も
会

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
大
会
が
小
川
運
動
場

や
小
川
体
育
館
な
ど
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
学
生
の
ス
ー
パ
ー
キ
ッ
ク
ベ
ー
ス

ボ
ー
ル
、
中
学
生
の
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
や
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
、
３
on
３
の
チ
ー
ム

が
参
加
し
、
熱
戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

ス
ー
パ
ー
キ
ッ
ク
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル

（
全
21
チ
ー
ム
）

Ａ
コ
ー
ト　

優　

勝　

矢
又
育
成
会

　
　
　
　
　

準
優
勝　

１
区
育
成
会

Ｂ
コ
ー
ト　

優　

勝　

大
内
育
成
会

　
　
　
　
　

準
優
勝　

田
町
育
成
会

Ｃ
コ
ー
ト　

優　

勝　

11
区
育
成
会

　
　
　
　
　

準
優
勝　

４
区
育
成
会

Ｄ
コ
ー
ト　

優　

勝　

谷
田
育
成
会

　
　
　
　
　

準
優
勝　

５
区
育
成
会

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
全
12
チ
ー
ム
）

優　

勝　

栄
町
育
成
会

準
優
勝　

２
区
育
成
会

３
on
３
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

（
全
23
チ
ー
ム
）

優　

勝　

２
区
Ａ

準
優
勝　

９
区
Ｂ

イ
ン
デ
ィ
ア
カ
（
全
９
チ
ー
ム
）

優　

勝　

栄
町
育
成
会

準
優
勝　

４
区
Ｂ
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小
川
南
小
で
親
子
仮
装
踊
り
を
開
催

　

８
月
４
日
、
小
川
南
小
学
校
校
庭
で
、

学
校
、
児
童
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
一
丸
と
な
っ
て

地
域
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
、
今
年
で
２
年

目
の
仮
装
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
設
営
か
ら
進
行
な
ど
の
す
べ
て

が
、
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
た
ち
の
手
作

り
に
よ
る
運
営
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
を
ス
テ
ー
ジ
に
、
お

父
さ
ん
た
ち
の
有
志
に
よ
る
バ
ン
ド
演
奏

や
夏
休
み
中
に
練
習
し
た
歌
を
６
年
生
が

披
露
。
集
落
ご
と
に
発
表
し
た
親
子
仮
装

踊
り
で
は
、
今
年
話
題
と
な
っ
た
海
賊
の

映
画
や
ア
ニ
メ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
扮
し

た
仮
装
な
ど
、
夏
休
み
を
返
上
し
て
家
族

で
作
成
し
た
衣
装
は
、
力
作
ぞ
ろ
い
で
、

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

「
武
茂
川
楽
校
」
清
流
体
験

　
「
ば
と
う
ま
ち
の
駅
」
で
は
、
８
月
27

日
に
大
山
田
下
郷
地
内
の
武
茂
川
に
お
い

て
、
徒
歩
で
川
下
り
を
し
な
が
ら
、
自
然

と
触
れ
合
う
「
武
茂
川
楽
校
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

地
元
の
小
・
中
学
生
や
親
子
で
の
参
加

者
20
名
が
、
川
の
安
全
確
認
の
講
習
後
、

ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着
用
し
、
滑
る
川

底
に
気
を
付
け
な
が
ら
、
河
川
の
ゴ
ミ
の

回
収
な
ど
を
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、途
中
、川
流
れ
を
体
験
し
た

り
、
魚
を
捕
ま
え
た
り
し
て
武
茂
川
の
豊

か
な
自
然
や
魅
力
を
再
発
見
し
ま
し
た
。

ゴ
ー
ル
の
丸
山
橋
で
は
、
み
ん
な
で
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
を
し
て
、交
流
を
深
め
ま
し
た
。

那
珂
川
町
消
防
団
合
同
訓
練
の
実
施

　

水
利
不
便
地
の
火
災
を
想
定
し
た
消
防

団
合
同
訓
練
が
８
月
26
日
、
馬
頭
運
動
場

及
び
そ
の
周
辺
で
、
町
消
防
団
、
烏
山
消

防
署
馬
頭
分
署
、
県
消
防
防
災
航
空
隊
の

関
係
者
約
３
０
０
名
、
ポ
ン
プ
車
・
積
載

車
あ
わ
せ
て
車
両
31
台
、
県
防
災
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
１
機
の
参
加
の
も
と
、
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

　

南
町
の
町
堀
、
久
那
川
岩
下
橋
付
近
、

馬
頭
中
学
校
の
プ
ー
ル
な
ど
４
カ
所
の
水

利
か
ら
中
継
を
重
ね
、
山
頂
の
馬
頭
運
動

場
へ
の
放
水
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
県
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に

よ
る
救
助
訓
練
と
空
中
消
火
訓
練
が
武
茂

川
河
川
敷
付
近
で
実
施
さ
れ
、
不
測
の
事

態
に
備
え
た
訓
練
は
、
無
事
終
了
し
ま
し

た
。

地
域
県
政
懇
談
会
で
県
に
要
望

「
小
規
模
農
家
に
県
独
自
の
助
成
を
」な
ど

　

県
民
の
声
を
県
政
に
反
映
さ
せ
る
こ
と

を
目
的
に
８
月
29
日
、
役
場
２
階
会
議
室

で
「
地
域
県
政
懇
談
会
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
懇
談
会
は
県
北
県
民
セ
ン
タ
ー
主

催
で
、
町
か
ら
は
各
種
団
体
の
代
表
者
ら

13
名
が
出
席
し
、
日
ご
ろ
か
ら
困
っ
て
い

る
地
域
の
現
状
を
説
明
し
、
支
援
を
訴
え

ま
し
た
。

　
「
老
人
ホ
ー
ム
の
増
設
」「
養
護
学
校
の

子
ど
も
の
送
迎
」「
国
道
２
９
３
号
の
整

備
」「
吉
田
地
区
道
路
の
拡
幅
」「
小
規
模

農
家
に
対
す
る
県
独
自
の
助
成
」「
栃
木
県

の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
」「
那
珂
川
町
の
観
光

Ｐ
Ｒ
」「
カ
ワ
ウ
被
害
の
対
策
」「
携
帯
電

話
の
不
通
地
区
の
救
済
」
な
ど
の
意
見
が

次
々
と
出
さ
れ
ま
し
た
。
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場
合
、
骨
折
を
疑
っ
て
手
当
て

　

を
し
ま
し
ょ
う
。

○
骨
折
し
た
場
所
の
上
と
下
の
関

　

節
を
カ
バ
ー
で
き
る
長
さ
の
副

　

木
を
当
て
て
固
定
し
、
整
形
外

　

科
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　
（
副
木
と
し
て
、
段
ボ
ー
ル
・
傘

　

・
雑
誌
な
ど
、
長
さ
が
合
っ
て

　

硬
い
も
の
で
代
用
で
き
る
）

一
口
メ
モ

＊
結
核
予
防
に
つ
い
て

　

わ
が
国
で
は
、
今
だ
１
年
間
に

３
万
人
近
い
方
が
結
核
に
か
か
っ

て
い
ま
す
。
結
核
に
対
す
る
免
疫

は
、
生
ま
れ
て
来
る
時
に
母
親
か

ら
も
ら
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

予
防
方
法
と
し
て
Ｂ
Ｃ
Ｇ
ワ
ク
チ

ン
接
種
を
受
け
る
こ
と
が
重
要
で

す
か
ら
、
生
後
６
ヵ
月
ま
で
に
接

種
し
ま
し
ょ
う
。

　

接
種
の
方
法
は
、
医
療
機
関
で

の
個
別
接
種
と
町
の
４
カ
月
児
健

診
時
の
集
団
接
種
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ 

馬
頭
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
８
７―

92―

１
１
８
８

や
け
ど
の
手
当
て

○
熱
湯
が
指
先
に
か
か
っ
て
ひ
り

　

ひ
り
し
て
い
る
程
度
の
軽
い
や

　

け
ど
は
、
水
道
の
流
水
で
15
分

　

く
ら
い
冷
や
す
。

○
水
ぶ
く
れ
が
で
き
て

　

か
な
り
痛
い
や

　

け
ど
の
場
合
、

　

冷
や
し
た
後

　

医
師
に
相
談

　

し
ま
し
ょ
う
。

脱
臼
・
ね
ん
ざ
の
手
当
て

＊
脱
臼
と
は

 

・
関
節
が
外
れ
た
状
態

 

・
外
見
か
ら
わ
か
る
こ
と
が
多
い

 

・
激
痛
を
伴
う

 

・
肩･

ひ
じ･

指
に
起
こ
り
や
す
い

＊
ね
ん
ざ
と
は

 

・
関
節
を
強
く
ひ
ね
り
、
周
囲
の

　

組
織
を
傷
つ
け
た

 

・
脱
臼
し
か
か
っ
て
い
る
こ
と
も

　

あ
る

 

・
か
な
り
痛
む

　

脱
臼
・
ね
ん
ざ
の
手
当
て
は
同

じ
で
、
そ
の
関
節
が
動
か
な
い
よ

う
に
固
定
・
冷
や
し
、
早
め
に
整

形
外
科
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

骨
折
の
手
当
て

○
強
く
衝
撃
を
受
け
、
痛
く
て
動

　

か
せ
な
い
。「
ボ
キ
ッ
」と
い
う

　

音
が
聞
こ
え
た
。
こ
の
よ
う
な

応
急
手
当
て
の
方
法

～
救
急
医
療
週
間
に
よ
せ
て
～

　

病
人
や
け
が
人
が
発
生
し
た
時

に
は
、
ま
ず
状
態
を
冷
静
に
確
認

し
て
、
直
ち
に
自
分
に
で
き
る
こ

と
を
し
ま
し
ょ
う
。

鼻
血
の
止
め
方

　

小
鼻
の
部
分
を
、
片
手
で
し
っ

か
り
押
さ
え
る

○
頭
を
後
ろ
に
そ
ら
せ
ず
、
前
に

　

向
い
た
ま
ま
の
姿
勢
で
、
や
や

　

上
の
ほ
う
に
向
か
っ
て
押
さ
え

　

る
と
効
果
的
で
す
。

○
首
の
後
ろ
を
た
た
く
の
は
危
険

　

で
す
の
で
や
め
ま
し
ょ
う
。

○
大
人
が
頻
繁
に
鼻
血
を
出
す
と

　

き
は
、
医
師
の
診
察
を
受
け
ま

　

し
ょ
う
。

　

小
川
南
小
学
校
は
、創
立
46
年
、

児
童
数
74
名
で
旧
小
川
町
の
南
の

高
台
に
あ
り
ま
す
。「
温
も
り
と

笑
顔
が
あ
ふ
れ
、
生
き
生
き
と
学

ぶ
子
ど
も
の
た
め
の
学
校
」
を
経

営
理
念
に
、
自
然
と
の
触
れ
合
い

小川南小学校から

と
学
び
合
い
を
大
切
に
し
て
い
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
あ
い

さ
つ
が
響
き
わ
た
り
、「
あ
い
さ

つ
・
返
事
・
後
片
付
け
」
の
生
活

目
標
の
も
と
生
き
生
き
と
活
動
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

は
、
ふ
れ
あ
い
と
安
全
を
テ
ー
マ

に
「
親
子
仮
装
踊
り
」
や
「
安
全

マ
ッ
プ
づ
く
り
」
な
ど
活
発
な
事

業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

本
校
の
特
色
あ
る
教
育
活
動
と

し
て
、「
い
わ
む
ら
か
ず
お
美
術
館

と
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
教
育
」
を
行
っ

て
い
ま
す
。
美
術
館
周
辺
の
四

季
折
々
の
自
然
に
触
れ
、
子
ど

も
た
ち
の
好
奇
心
や
興
味
関
心

を
刺
激
し
自
由
に
自
然
と
対
話

し
な
が
ら
、
感
動
や
発
見
の
喜

び
・
想
像
の
世
界
の
楽
し
さ
、

創
造
す
る
こ
と
へ
の
意
欲
な
ど

を
身
に
付
け
ま
す
。

　

５
月
に
は
全
校
で
美
術
館
に

行
き
、
い
わ
む
ら
か
ず
お
氏
か

ら
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
を

し
て
い
た
だ
い
た
後
、
絵
本
の

丘
の
雑
木
林
や
池
を
探
検
し
ま

し
た
。
７
月
に
は
、
４
・
５
・
６

年
生
が
２
回
目
の
絵
本
の
丘
の

フ
ィ
ー
ル
ド
を
探
検
し
、
雑
木

林
や
池
の
中
の
生
き
物
た
ち
と

対
話
し
、
そ
の
感
動
を
ス
ケ
ッ

チ
と
文
に
表
し
ま
し
た
。
昆
虫

の
足
の
先
の
形
に
驚
き
、
そ
れ

を
大
き
く
ス
ケ
ッ
チ
し
た
子
も

い
ま
し
た
。
10
月
、
11
月
に
も
絵

本
の
丘
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

自
然
と
の
対
話
を
も
と
に
育
て

た
感
性
を
い
わ
む
ら
氏
の
指
導
を

受
け
な
が
ら
、
２
月
に
は
、
一
人

ひ
と
り
が
世
界
に
た
っ
た
１
冊
の

手
作
り
絵
本
に
表
現
し
ま
す
。
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広
報
文
芸

　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　

東
野
圭
吾
／
著
（
角
川
書
店
）

　

不
倫
す
る
や
つ
な
ん
て
馬
鹿
だ
と
思
っ
て
い
た
。
し
か

し
、
僕
は
超
え
て
は
い
け
な
い
境
界
線
を
越
え
て
し
ま

う
。
し
か
も
、
彼
女
は
、
15
年
前
に
起
き
た
殺
人
事
件
の

容
疑
者
だ
っ
た
。
事
件
は
ま
も
な
く
時
効
を
迎
え
よ
う
と

し
て
い
た
。
幸
福
な
家
庭
で
起
き
た
殺
人
事
件
。
著
者
渾

身
の
最
新
長
編
小
説
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

◇
『
幼
児
化
す
る
日
本
社
会
』　

榊
原
英
資
／
著
（
東
洋
経
済
新
報
社
）　
　

◇
『
悪
あ
が
き
の
す
す
め
』　

辛
淑
玉
／
著
（
岩
波
書
店
）

◇
『
大
人
の
た
め
の
学
問
の
ス
ス
メ
』　

工
藤
庸
子
・
岩
永
雅
也
／
著
（
講
談
社
）

◇
『
か
ご
と
か
ご
雑
貨
』　

小
林
和
雄
／
編
（
日
本
ヴ
ォ
ー
グ
社
）　

◇
『
読
む
人
間
』　

大
江
健
三
郎
／
著
（
集
英
社
）

◇
『
フ
リ
ー
と
い
う
生
き
方
』　

岸
川
真
／
著
（
岩
波
書
店
）

◇
『
飛
ん
で
っ
た
家
』　

ク
ロ
ー
ド
・
ロ
ワ
／
作
・
石
津
ち
ひ
ろ
／
訳
（
長
崎
出
版
）

◇
『
や
ま
ん
ば
あ
さ
ん
の
む
か
し
む
か
し
』　

富
安
陽
子
／
作
（
理
論
者
）

◇
『
ス
カ
イ
ブ
レ
イ
カ
ー
』　

ケ
ネ
ス
・
オ
ッ
ペ
ル
／
著
原
田
勝
／
訳
（
小
学
館
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
井
今
朝
子
／
著
（
幻
冬
社
）

　

な
ぜ
、
吉
原
一
を
誇
っ
た
花
魁
葛
城
は
、
忽
然
と
姿
を

消
し
た
の
か
？
追
手
、
幇
間
、
楼
主
、
お
大
尽
。
吉
原
に

生
き
る
魑
魅
魍
魎
の
口
か
ら
語
ら
れ
る
、
廓
の
表
と
裏
。

や
が
て
隠
さ
れ
て
い
た
真
実
が
、
葛
城
の
決
意
と
悲
し
み

が
、
徐
々
に
明
ら
か
に
な
っ
て
い
く
・
・
・
。

　

本
書
は
、
失
踪
事
件
の
謎
を
追
い
な
が
ら
、
嘘
と
誠
が

渦
巻
く
吉
原
を
見
事
に
紡
ぎ
上
げ
た
、
第
１
３
７
回
直
木

賞
受
賞
作
品
で
す
。

『
吉
原
手
引
草
』

ジ
ョ
ン
ソ
ン
・
ピ
ー
ト
／
作
・
岡
本
浜
江
／
訳
（
文
研
じ
ゅ
に
べ
ー
る
）

　

ど
う
や
ら
、
へ
ん
な
と
こ
ろ
に
引
っ
越
し
て
き
た
ら
し
い
。

き
ょ
う
は
、
新
し
い
学
校
の
第
１
日
目
。
父
親
の
転
職
で
「
が
り

勉
村
」
に
転
校
し
て
き
た
ル
ー
イ
。
自
分
の
目
標
の
た
め
に
、
両

親
や
学
校
に
立
ち
向
か
っ
て
い
き
ま
す
。
ル
ー
イ
が
日
記
に
告
白

す
る
文
章
は
、
ユ
ー
モ
ア
い
っ
ぱ
い
で
読
者
を
な
ご
ま
せ
て
く
れ

る
作
品
で
す
。

『
両
親
を
し
つ
け
よ
う
！
』

那珂川町
図書館

『
夜
明
け
の
街
で
』

俳　

句

短　

歌

川　

柳

香
水
を
少
な
め
に
し
て
身
仕
度
す　
　
　
　
　
　
　
　

久
那
瀬　
　
　

堀
江　

直
子

夏
暁
の
浅
き
夢
路
や
亡
夫
を
追
ふ　
　
　
　
　
　
　
　

小　

川　
　
　

桧
山　
　

華

青
柚
落
つ
余
生
数
ふ
る
ほ
ど
と
な
り　
　
　
　
　
　
　

小　

砂　
　
　

松
岡　

路
石

送
り
火
に
浮
か
び
し
母
の
顔
や
つ
る　
　
　
　
　
　
　

盛　

泉　
　
　

大
金　

游
水

道
端
の
山
百
合
に
札
立
て
し
か
な　
　
　
　
　
　
　
　

小　

砂　
　
　

藤
田　

マ
ス

轟
け
る
太
鼓
の
余
韻
夏
祭　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松　

野　
　
　

鶴
川　

良
子

戦
没
者
慰
霊
式
に
は
入
れ
ら
れ
ぬ
無む

辜こ

の
被
害
者
め
ぐ
り
に
あ
ま
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

馬　

頭　
　
　

藤
田　

文
代

こ
れ
と
い
ふ
不
自
由
と
て
な
き
世
な
れ
ど
も
平
和
へ
の
問
ひ
に
答
へ
詰
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

盛　

泉　
　
　

岡　

イ
チ
エ

迷
ひ
多
き
戦
後
な
り
し
か
軍
服
に
て
教
鞭
取
り
し
復
員
教
師
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

馬　

頭　
　
　

松
原　

幸
雄

律
儀
と
も
小
心
者
と
も
札
の
向
き
揃
え
直
し
て
財
布
に
仕
舞
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三　

輪　
　
　

石
澤
千
代
子

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
ベ
ッ
ト
の
上
に
ま
ど
ろ
べ
ば
森
を
吹
き
く
る
風
窓
に
や
さ
し
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浄
法
寺　
　
　

伊
藤　

ヨ
シ

父
と
子
が
花
火
す
る
ら
し
遠
つ
声
夜
風
に
乗
り
て
折
り
折
り
聞
こ
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

恩　

田　
　
　

上
杉　

里
子

　
　鼻

歌
に
ス
ト
レ
ス
も
飛
ぶ
澄
ん
だ
空　
　
　
　
　
　
　

小　

砂　
　
　

笹
沼　

季
子

ひ
ぐ
ら
し
の
時
雨
れ
る
音
と
風
呂
に
入
る　
　
　
　
　

大
山
田
上
郷　

大
森　

愛
子

似
な
く
て
も
い
い
不
器
用
は
親
譲
り　
　
　
　
　
　
　

大　

内　
　
　

郡
司　

正
幸

や
っ
と
着
く
友
は
両
手
を
広
げ
待
ち　
　
　
　
　
　
　

大
山
田
上
郷　

佐
藤　

有
紀

故
郷
へ
向
え
ば
過
去
が
落
ち
て
い
る　
　
　
　
　
　
　

薬　

利　
　
　

大
嶹　

克
明

野
心
ま
だ
あ
っ
て
咲
か
せ
る
四
季
の
花　
　
　
　
　
　

谷　

田　
　
　

岡
崎　

甫
子



お知らせお知らせ

1415 広報なかがわ　平成19年９月10日広報なかがわ　平成19年９月10日

～明るい選挙推進運動～
青年リーダー養成研修会の開催

　
政治や選挙のことについて、真面

目に話し合ってみませんか。
主催　栃木県選挙管理委員会
栃木県明るい選挙推進協議会
参加資格　栃木県内に在住・通勤・
通学するおおむね20歳代の方
日時　10月20日（土）
　　　午前10時～午後５時
場所　栃木県総合教育センター
受講料　無料
定員　先着40名程度　
申し込み締切り　10月９日（火）
申し込み・問い合わせ　町選挙管理
委員会　☎0287－92－1111

　

栃木県立県北高等産業技術学校
（在職者向け講座）受講者募集案内 

　企業・団体にお勤めの方、自営業
の方を対象に実施します。
講座　アーク溶接、パソコン講座
（エクセル・アクセス・インター
ネット・ホームページ）、機械加工
（マシンニングセンタ）
受講料　アーク溶接…4,820円
パソコン講座・機械加工…3,430円
※県の収入印紙で納入してください。
その他　各講座の受講日、定員等の
詳細はお問い合わせ下さい。
問い合わせ　県北高等産業技術学校
職業能力開発センター
☎0287－64－5454
FAX0287－64－5445

南那須少年自然の家まつり

　南那須少年自然の家最後のまつり
です。お気軽にご参加ください。

日時　９月30日（日）
　　　午前９時～午後３時
会場　栃木県立南那須少年自然の家
対象者　一般県民（家族、グルー
プ、個人等でお気軽にどうぞ！）
募集人員　200名
内容　①スポーツの秋（宝探し、チ
ャレンジゲーム） ②食欲の秋（ピ
ザ、バーベキュー） ③芸術の秋（バ
ルーンアート、各種木工作）など
参加費　１人100円（保険等）
※活動によっては、別途材料費等
（100円～2,500円）が必要になり
ます。
問い合わせ　☎0287－88－9341

栃木県立衛生福祉大学校の学生募集

　平成20年度入学生（一般）を募集
します。
募集学科　保健学科、看護学科本
科、看護学科専科（昼・夜）、歯科
衛生学科、歯科技工学科、臨床検査
学科
その他　募集期間、定員、試験日等
については、学科により異なります
ので、詳細についてはお問い合わせ
ください。
問い合わせ　☎028－658－8521
ＨＰアドレス
http://www.eifuku.pref.tochigi.jp/

高齢者の雇用・就業のための
講習会受講者募集

対象者　60歳代の働く意欲のある栃
木県在住の方
募集人員　20名
受講料　無料
申し込み　職業安定所及びシルバー
人材センターにある申込用紙にて郵
送、またはFAXで栃木県シルバー
人材センター連合会まで
講習内容　建物内装（クロス・ふす
ま・障子貼り等）の技術を習得
期間　10月22日～26日（5日間）
時間　午前９時～午後４時

場所　栃木県障害者保養センター那
珂川苑
申し込み締切り　10月12日（金）
問い合わせ　
（財）栃木県シルバー人材センター
連合会☎028－627－1179

第５回那珂川町馬頭郷土資料館
企画展のご案内

　郷土資料館では、幕末の天狗党・
書生派の事跡を郷土の資料と共に写
真パネルで紹介する企画展を開催い
たします。入場無料ですので、ぜ
ひ、お出かけください。
テーマ「郷土の戊辰戦争～天狗党・
書生派の事跡」
開催期間　10月3日～31日
（ただし、９日、15日、22日、29日
は休館となります）
開館時間　午前９時～午後４時
問い合わせ　馬頭郷土資料館　
　☎0287－92－1103

水道メーター交換のお知らせ

　町指定給水工事店が交換時期を迎
えるお宅へ、水道メーター交換のた
め、下記期間にお伺いしますので、
ご協力をお願いします。
水道メーター交換期間　
　10月１日（月）～10月15日（月）
問い合わせ　上下水道課　
　☎0287－92－2002

楽しい町づくりに参加しませんか！
まちづくりボランティア募集

　11月に予定している｢広重紅葉ま
つり｣に協力いただけるボランティ
アスタッフを募集します。
　あなたの夢、アイデア、特技を活
かして、まつりの企画、運営にご参
加ください。
申し込み・問い合わせ　
　馬頭商工会まちづくり委員会
　☎0287－92－2249

栃木県選挙
イメージキャラクターの
パピットです。よろしく
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甲種防火管理者資格取得講習会

日時　10月18日～19日の２日間
　　　午前９時～午後４時
会場　那須烏山市保健福祉センター
　　 （那須烏山市田野倉85－１）
受付期間　９月28日～10月４日
定員　100名
（定員になり次第締切ります）
受講料　4,000円（教材費）
　※申し込み後の返金はしません。
申し込み・問い合わせ

　南那須広域消防本部予防課
　　　　　　☎0287－82－2009
　馬頭分署　☎0287－92－2800
　小川分署　☎0287－96－2188

下水道排水設備工事
責任技術者試験及び試験講習会

◆試験講習会

日時　10月24日（水）
　　　午前10時～正午
場所　宇都宮市文化会館小ホール
◆試験

日時　11月16日（金）
　　　午前10時～正午
場所　宇都宮市文化会館小ホール
申し込み期間　9月21日～9月28日
申し込み（財）栃木県建設総合技術
センター☎028－626－3187
申し込み用紙の配布　(財)栃木県建
設総合技術センター及び町上下水道
課に備えてあります。受験資格につ
いては申し込み用紙をご覧ください。
※講習会、試験ともに申し込み人数
により午後に変更する場合あり

ヒューマンフェスタとちぎ2007
～やさしいこころ 人から人へ～

日時　
９月29日（土）正午～午後４時
30日（日）午前10時～午後４時
会場　マロニエプラザ 入場無料
主なイベント

「人権の花」展示・配布、“やさし

いこころ”体験コーナー、人権人形
劇、法務局なんでも相談所
29日（土）午後２時　サイコとやさ
しい仲間たちコンサート、午後３時
宇梶剛士（俳優）トークショー
30日（日）午前10時15分・午後２時
30分　映画「博士の愛した数式」
（２回上映）午後１時　井上あずみ
ハートフルコンサート
問い合わせ　栃木県県民生活部人権
施策推進課☎028－623－3027

全国一斉司法書士法律相談のご案内

　栃木県司法書士会では、10月１
日の「法の日」から7日までの１週
間、県内の各司法書士事務所におい
て、無料の法律相談を実施します。
日時　10月１日～10月７日
　　　午前９時～午後４時
最寄りの特設会場

10月７日　午前10時～午後３時
西那須野公民館（那須塩原市）
相談内容　司法書士の業務に関する
相談（登記、成年後見、多重債務
等）
問い合わせ　栃木県司法書士会
　　　　　　☎028－614－1122

不動産の鑑定評価に関する
無料相談会

（社）栃木県不動産鑑定士協会で
は、地価標準価格の公表に併せ、
「秋の無料相談会」を開催します。
日時　10月５日（金）
　　　午前10時～午後３時
会場　
・宇都宮市役所15階15A会議室
・大田原地域職業訓練センター
相談項目　不動産（土地・建物）の
価格、地代・家賃・借地権の価格
問い合わせ　（社）栃木県不動産鑑
定士協会　☎028－639－0556

行政書士電話無料相談のご案内

開設日時　10月１日（月）
　　　　　午前10時～午後４時
相談内容　官公署に提出する書類、
その他権利義務、事実証明に関する
書類作成とその提出方法について
問い合わせ　栃木県行政書士会
　　　　　　☎028－635－1411

電話加入（利用）権の公売

　矢板県税事務所では、県税の滞納
により差し押さえた電話加入（利
用）権の公売を行います。
公売日時　９月20日（木）午後１時
30分（10分前に集合のこと）
場所　栃木県庁塩谷庁舎101会議室
持参物　印鑑、買受代金（代理人の
場合は委任状が必要です）
問い合わせ　矢板県税事務所収税課
　　　　　　☎0287－43－2171

保育園臨時職員募集

採用期間　平成19年10月１日（月）
　　　　～平成20年３月31日（月）
募集人数　保育士　１名
賃金　日額7,600円（その他詳しい
勤務条件はお問い合わせ下さい）
申し込み方法　町健康福祉課にある
指定の用紙に必要事項を記入し持参
して下さい。
申し込み期限　９月20日（木）
申し込み・問い合わせ　町健康福祉
課児童福祉係　☎0287－92－1119

全国一斉「子どもの人権110番」
電話相談開設

日時　９月17日（月）～21日（金）
　　　午前８時30分～午後７時
　　　９月22日（土）・23日（日）
　　　午前10時～午後５時
内容　人権問題をめぐる相談（いじ
　　　め･強制･強要･暴行･虐待等）
問い合わせ　栃木県人権擁護委員連
　　　絡会　☎0120－007－110
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・９月20日（木）午前10：00～　　　　　
　おもちゃをつくろう。
　参加申し込み　９月１４日（金）まで
　参加費　無料

★パターゴルフ大会

「児童館」
9月16日～10月15日

のお休み

開館時間　午前９時～午後５時
☎０２８７－９６－３１０９

婦人ボランティアのおはなし会
・10月13日（土）午後2：00～
　おはなしじょうずなボランティアさんが昔ばなし
　の絵本や紙しばいを読んでくれます。
・場所　馬頭図書館　じどうしつ

高校生ボランティアのおはなし会
・10月６日（土）午前10：30～
　紙しばいや楽しいおはなしがいっぱい。
　おはなしのあとには、たのしい工作教室があ
　ります。
・場所　馬頭図書館　じどうしつ

★映　画　会
・９月22日（土）午前９：30～
　内容　「シャーク・テイル」
　ワクワクどきどきの楽しい、感動アドベンチャー映
　画です。
　みんなで見に来てね。

★生け花教室
・９月29日（土）午後１：30～
　秋のお花を生けましょう。　　　　　
　会員以外の方の申し込み　９月23日（日）まで
　花代　700円

・９月23日（日）午前９：30～
　小さい子もはじめてでも大丈夫！
　みんなでたのしくやってみよう。
　参加待ってます。

★なかよしひろば
・10月５日（金）午前10：00～
　運動会ごっこをしよう。
　参加申し込み　10月３日（水）まで
　参加費　50円（おやつ代）

今
月
の
表
紙

ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
体
験

　

ま
ほ
ろ
ば
子
ど
も
夢
づ
く
り
実
行

委
員
会
は
ネ
イ
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ
の
一

環
と
し
て
８
月
21
日
、
日
光
市
鬼
怒

川
で
、
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
体
験
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
27
名
の
小
学
生
は
鬼
怒

川
ラ
イ
ン
下
り
の
コ
ー
ス
を
ゴ
ム

ボ
ー
ト
に
乗
っ
て
、
水
し
ぶ
き
を
浴

び
な
が
ら
、
力
を
合
わ
せ
て
パ
ド
ル

を
漕
ぎ
ま
し
た
。

　

途
中
、
６
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
の
岩

か
ら
川
へ
飛
び
込
ん
だ
り
、
小
さ
な

滝
に
打
た
れ
た
り
と
鬼
怒
川
の
自
然

を
満
喫
し
ま
し
た
。

・10月10日（水）午後1：30～
　テキスト「菊と刀」
　ルース・ベネディクト／著
　和やかな雰囲気で語りあっています。
　興味のある方はお気軽にどうぞ。
・場所　馬頭図書館　視聴覚室

読　書　会

・ ９ 月19日（水）午前10：30～
・10月 ３ 日（水）午前10：30～
　小さなお子さまのためのおはなし会です。
　親子でご一緒にお越しください。
・場所　馬頭図書館　視聴覚室

たのしい絵本と紙しばいの会

★自由に絵をかこう
・10月8日（月）午前9：30～午後4：00
　楽しくのびのび描いて児童館にかざりましょう。

★折り紙教室
・10月14日（日）午前９：30～
　「こいぬのはしおき」と「花のコースター」をつく
　ります。
　参加費　無料
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9月1日現在の人口
（住民基本台帳）

 　男　　 9,929 人  （－ 14）
 　女　　 9,998 人  （－ ３ ）
 　計　　19,927 人  （－ 17）
 世帯数　  5,986　    （±  0  ）

（　）内は前月との比較

運
ば
れ
た
宝 ―

硬
玉
製
大
珠―

　

縄
文
時
代
を
代
表
す
る
装
飾
品
の

一
つ
に
、「
硬こ
う

玉ぎ
ょ
く
せ
い製
大た
い
し
ゅ珠
」
が
あ
り

ま
す
。
硬
玉
は
翡ひ

す
い翠

、
大
珠
は
３
㎝

以
上
の
玉ぎ

ょ
くの

こ
と
で
、
硬
玉
製
大
珠

と
は
、
３
㎝
以
上
の
翡
翠
の
玉
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
穴
に
紐ひ

も

を
通

し
て
首
か
ざ
り
と
し
て
使
わ
れ
て
い

た
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
縄
文
時
代

中
期
（
約
５
０
０
０
年
前
）
に
全
国

的
に
流
行
し
ま
し
た
。
今
と
変
わ
ら

ず
、
縄
文
時
代
の
人
々
も
硬
玉
の
深

い
緑
色
に
魅
了
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

　

硬
玉
の
産
地
は
、
日
本
国
内
で

10
ヵ
所
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
縄

文
時
代
の
人
々
が
採
取
し
て
い
た
の

は
、
豊
富
な
産
出
量
を
誇
る
新
潟
県

の
糸い

と
い
が
わ

魚
川
一
帯
で
あ
り
、
岩
肌
を
砕

い
て
い
た
痕
跡
が
無
い
こ
と
か
ら
、

海
岸
に
流
れ
着
い
た
原
石
を
拾
い
集

め
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

一
見
た
だ
の
石
コ
ロ
で
あ
る
硬
玉

の
原
石
を
磨
き
あ
げ
る
こ
と
で
宝
石

の
地
位
に
ま
で
押
し
上
げ
、
ま
た
金

属
の
無
い
時
代
、
文
字
通
り
硬
い
石

で
あ
る
硬
玉
の
形
を
整
え
、
穴
を
あ

け
る
に
は
、
石
材
を
見
る
目
や
相
当

な
技
術
を
要
し
ま
す
。
糸
魚
川
周
辺

の
人
々
は
、
縄
文
時
代
前
期
（
約

６
０
０
０
年
前
）
か
ら
軟
ら
か
い
滑か
っ

石せ
き

を
用
い
た
耳
飾
り
を
作
っ
て
い
た

の
で
、
そ
の
点
に
は
長た

け
て
い
た
よ

う
で
す
。

　

糸
魚
川
周
辺
で
採
取
・
加
工
さ
れ

た
硬
玉
製
大
珠
は
、
北
は
北
海
道
か

ら
南
は
九
州
ま
で
、
全
国
各
地
に
運

ば
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
ど
こ
の
遺

跡
で
も
見
つ
か
る
わ
け
で
は
な
く
、

地
域
の
拠
点
と
な
る
よ
う
な
大
き
な

ム
ラ
に
運
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

１
遺
跡
か
ら
の
出
土
は
１
～
２
点

で
す
。
個
人
の
所
有
物
と
い
う
よ
り

も
、
集
団
全
体
の
も
の
か
、
集
団
の

中
で
認
め
ら
れ
た
特
定
の
個
人
だ
け

が
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
、
特

別
な
意
味
の
あ
る
も
の
だ
っ
た
よ
う

で
す
。

　

北
陸
か
ら
２
０
０
㎞
以
上
離
れ
た

那
須
地
方
で
も
、
硬
玉
製
大
珠
は
出

土
し
て
い
ま
す
。
し
か
も
大
き
く
て

良
質
な
硬
玉
製
大
珠
が
出
土
す
る
地

と
知
ら
れ
て
お
り
、
町
内
で
も
県
内

最
大
の
も
の
が
矢
又
岡
平
遺
跡
か
ら
、

ま
た
現
在
の
馬
頭
高
校
の
地
で
あ
る

古
館
遺
跡
か
ら
は
３
点
も
出
土
し
て

い
ま
す
。

　

那
須
地
方
で
硬
玉
製
大
珠
が
多
く

見
つ
か
る
の
に
は
、「
川
」
が
大
き
く

関
わ
っ
て
い
ま
す
。
北
陸
か
ら
阿
賀

野
川
沿
い
に
会
津
へ
向
か
い
、
山
王

峠
を
越
え
て
箒
川
沿
い
に
下
る
と
那

須
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

硬
玉
製
大
珠
以
外
に
も
、
北
陸
や

東
北
か
ら
伝
わ
っ
た
も
の
が
那
須
の

縄
文
時
代
の
遺
跡
か
ら
は
数
多
く
見

つ
か
っ
て
お
り
、
９
月
22
日
か
ら
湯

津
上
館
で
開
催
す
る
企
画
展
「
川
で

つ
な
が
る
縄
文
人
」
で
詳
し
く
紹
介

し
ま
す
。　

　

展
示
会
や
９
月
22
日
に
開
催
す
る

「
丸
木
舟
体
験
」
を
通
し
て
、那
須
文

化
の
発
展
を
支
え
た
「
川
」
の
重
要

性
に
つ
い
て
、
見
つ
め
な
お
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

　
（
な
す
風
土
記
の
丘
資
料
館

　
　
　
　
　

学
芸
員　

伊
藤
良
枝
）古館遺跡出土　硬玉製大珠

う
ぶ
ご
え

お
く
や
み

（
氏　

名
）（
父
母
の
名
） （
住
所
）

斉
藤　

叶か
な
み望　

浩　

郎

　
　
　
　
　
　

美
佐
子　

馬　

頭

小
林　
　

葵あ
お
い　

裕　

二

　
　
　
　
　
　

浩　

美　

小　

口

薄
井　

佑ゆ

み実　

一　

憲

　
　
　
　
　
　

久
美
子　

久
那
瀬

伊
藤　

拓ひ
ろ
と翔　

淳　

一

　
　
　
　
　
　

和　

美　

富　

山

小
林　

礼れ
い
な奈　

良　

進

　
　
　
　
　
　

恵
莉
香　

浄
法
寺

　 働く未来を考える

　平成19年10月 1 日現在で、就業構造基
本調査を実施します。
　調査の対象となった世帯は、統計調査員が
伺いますので、ご協力をお願いします。

　　　　　　　総務省・栃木県・那珂川町

（
氏　

名
）　
（
年
齢
）　 

（
住
所
）

荒
井　
　

保
（
83
）　　

馬　

頭

齊
藤　

こ
う
（
89
）　　

馬　

頭

青
木　

キ
ワ
（
85
）　　

馬　

頭

荒
井　
　

豊
（
78
）　　

健　

武

荒
井　
　

馨
（
85
）　　

矢　

又

岡　
　
　

進
（
75
）　　

盛　

泉

深
澤　

義
衞
（
83
）　　
大
山
田
下
郷

笹
沼　

ツ
ル
（
81
）　　

小　

砂

小
林　

久
吾
（
73
）　　

小　

川

小
口　

英
治
（
78
）　　

小　

川

本
棒　
　

陸
（
68
）　　

小　

川

平
成
19
年
７
月
21
日
～

　

平
成
19
年
８
月
20
日
受
付
分

※
掲
載
は
希
望
者
の
み
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）
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初代広重没後150年記念特別展

第24回

ミニ
ギャラリー

入
選 

秋
初
め　

小
町
隆
義
さ
ん（
大
田
原
市
）

上
河
原
農
地
水
保
全
委
員
会
で
管
理
し
て

い
る
花
壇

初代広重と二代広重の諸国名所絵展

－六十余州名所図会と諸国名所百景－

火消同心30俵２人扶持安藤源右衛門の長男とし
て生まれました。浮世絵は22歳頃に初作の摺物
を発表し、文化、文政年間は「女絵師」として活
躍しました。しかし天保初年に葛飾北斎が「冨
嶽三十六景」（大判 46枚揃　版元：西村屋与八）
を発表し評判になると、広重も後を追うように風
景画を描きました。広重の場合「東海道五十三次」
が好評となり、以降多くの風景画を描きました。
広重の風景画は質と量において他の絵師を圧倒し
多くの名品を残しています。初代広重の跡を継い
だのが同じ定火消同心の家柄の森田鎮平でした。
画号は重宣といい、初代広重の晩年の作画活動を
よく手伝いました。
　この度の展覧会は初代広重と二代広重が同じ
テーマに取り組んだ作品です。初代広重は「六十
余州名所図会」（大判 70 枚揃　嘉永６年７月～
安政３年９月改印　版元越村屋平助）の大作を制
作し、二代歌川広重（1826 ～ 69）も同じテー
マで「諸国名所百景」（大判 85 枚（未完）　安政
６年４月～文久元年 9 月　版元魚屋栄吉）を手
がけています。
　図は、初代広重の「六十余州名所図会　上野　
榛名山雪中」です。図中の朱の社殿は榛名神社（群
馬県高崎市）で、火産霊神（ほむすびのかみ）と
埴山毘売神（はにやまひめのかみ）を祀っていま
す。行者渓谷には朱の神橋が浮かび上がるように
架かっています。社殿の後ろには雪で覆われた大
木が奇岩のように林立しています。
　　那珂川町馬頭広重美術館　学芸員　市川信也

初
代
歌
川
広
重　

六
十
余
州
名
所
図
会　

上
野　

榛
名
山
雪
中

【会期】　前期　９月29日（土）～ 10月28日（日）
     　　 後期　11月１日（木）～ 12月２日（日）

【記念講演会】　　
　10月 7 日（日）　学習院大学講師　藤澤　紫氏
　11月11日（日）　当館学芸員　　　市川　信也

【ミュージアムトーク（展示解説）】　
当館学芸員　午後 1 時 30 分～
　　　前期　９月29日（土）、 10月13日（土）
　　　後期　11月３日（祝土）、11月17日（土）

【開館時間】　午前９時 30 分～午後５時まで
　　　　　　（ただし入館は午後４時30分まで）

【入館料】　大　 人  　   ８００円（７２０円）
　　　　　高・大学生　５００円（４５０円）
　　　　　小・中学生　１５０円（１３５円）
　　　　　※（ ）は20名以上の団体料金
　　　　　※ 70 歳以上、小学生未満は無料

　歌川広重（1797
～ 1858）は、定

ミニギャラリー
作品募集！

　あなたの作品をここに出展
してみませんか？
　絵画、写真、絵手紙などの
作品をお待ちしております。
問い合わせ：企画財政課 
　☎0287－92－1114

ば
と
う
の
観
光
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
受
賞
作
品


